
 

２０１６年 ４月 ２０日 

 

東京都中野区弥生町一丁目１７番３号 

一般社団法人 日本飼料用米振興協会 

理事長 海老澤 惠子 

 

一般社団法人日本飼用米振興協会主催の「飼料用米を活かす日本型循環畜産推進交流集会～飼料用

米普及のためのシンポジウム２０１６～」については、２０１６年３月１１日に開催終了いたしま

したので、別記のとおり結果を報告いたします。 

大変お世話になりました。感謝申し上げます。 

 

１．行事の名称 

   一般社団法人 日本飼料用米振興協会 主催 

    飼料用米を活かす日本型循環畜産推進交流集会 

～飼料用米普及のためのシンポジウム２０１６～ 

 

２．行事等の期日および場所 

  期 日   平成２８年３月１１日（金） １０時～１７時 

  会 場   東京都文京区弥生一丁目１番１号 

        東京大学農学部 農学１号館 ８番教室 

 

結果報告（概要） 

 平成２８年（２０１６年）３月１１日（金）に東京都文京区弥生一丁目１番１号の東京大学農学

部（弥生キャンパス）内の農学１号館８番教室を講演会場として、標記シンポジウムを開催しまし

た。 

 参加者は１７０名。 

 参加者の3割は、生活協同組合等の主婦が参加しました。 

生産者や消費者、行政、稲作・畜産農家など多くが参加し、それぞれの立場から今後の課題など

を報告がされました。 

 

シンポジウムでは、当協会の海老澤惠子理事長の開会挨拶、東日本大地震５年目の３月１１日で

あることから会場全員で黙とうをささげました。次いで、日本生活協同組合連合会の大本隆史総合
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運営本部長から連帯挨拶をいただきました。 

 

第１部 日本の食料政策と今後の課題 

 

農林水産省生産局・今城健晴局長の基調講演「我が国の食料政策について」、全国農業協同組合連

合会・遠藤雄士営農販売企画部課長の基調講演「飼料用米の生産拡大にむけて～米に関するＪＡグ

ループの取り組み～」、東京農業大学農学部畜産学科畜産マネジメント研究室・信岡誠治准教授の 

特別講演「畜産の明日を担う飼料用米という農業革命」、東京農業大学農学部畜産学科の学生である

武田昌之さんと久間倉未奈さんの事例研究報告「豚への粉砕籾米の給与効果について」、熊本県農業

研究センター畜産研究所・鶴田克之飼料研究室長の事例報告「籾米サイレージ（ＳＧＳ）生産と利

用体系の確立に向けた取り組みについて」（熊本県）、太陽工業株式会社物流システムカンパニー新

規事業営業課・西村哲課長の事例研究報告「飼料用米の流通・保管における取組みについて」（東京

都） 

休憩 （昼食・展示・試食） 

    休憩中、講演会場で農文協のＰＲビデオ「飼料用米」の上映を行いました。 

 

第２部 耕畜消の連携で飼料用米の普及を図ろう 

 

農林水産省生産局畜産部・富田育稔飼料課長の基調講演「飼料用米の利活用について」、生活協同

組合コープあいち・佐野文昭部長の事例報告「コープあいちにおける飼料用米給餌生産品の実践報

告」（愛知県）、生活協同組合おかやまコープ商品企画本部・山本 真路課長の事例報告「おかやま

コープにおける飼料用米給餌生産品の実践報告」（岡山県）、東都生活協同組合食品第一グループ・

小俣 徹商品担当事例報告「東都生協における飼料用米給餌生産品の実践報告」（東京都）、ＪＡ加

美よつば農業協同組合営農販売部・今野 仁一農産振興課長の事例報告「ＪＡ加美よつば農協におけ
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る飼料用米カントリーエレベーターの活用」（宮城県）、東京大学大学院国際環境経済学研究室・鈴

木 宣弘教授の特別講演「食の自給率向上と安全保障」 

等の報告、発表が行われました。その後、若狹良治総合司会による総括質疑応答、一般社団法人日

本飼料用米振興協会・加藤好一副理事長による閉会挨拶でシンポジウムを終了した。 

 朝１０時から夕刻の５時までと長時間に渡り、盛り沢山の講演、報告があり、体力的に

きついシンポジウムになりましたが、内容的には好評をいただきました。 

  

 

大本隆史 様 

 

今城健晴 様 

 

富田育稔 様 
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遠藤雄士 様 信岡誠治 様 武田昌之 様 

 

久間倉未奈 様  

鶴田克之 様 

 

西村 哲 様 

 

佐野文昭 様 

 

山本真路 様 

 

小俣 徹 様 

 

今野仁一 様 

 

鈴木宣弘 様 

 

加藤好一 様 
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展示の説明 武田さん、久間倉さん 

 

東農大の学生による試食説明 

 

試食風景 
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シンポジウム実施内容 

法人化第２回 （通算第９回 Since 2007） 

飼料用米を活かす日本型循環畜産推進交流集会 

～ 飼料用米普及のためのンポジウム ２０１６ ～ 

 

開催日時：２０１６年（平成２８年）３月１１日 （金） 

 10：00 開催 第１部 日本の食料政策と今後の課題（農学１号館 ２，３階 ８番教室） 

 12：30 展示場、試食、（休憩）          （農学１号館 ３階 農経会議室） 

 13：30 開催 第２部 耕畜消の連携で飼料用米の普及を図ろう（農学１号館２，３階８番教室） 

 16：45 閉会 

 17：30 懇親会（東京大学消費生活協同組合    （農学3号館 地下） 

 19：00 終了 

会  場：東京大学 農学部（弥生キャンパス） 

    東京都文京区弥生一丁目１番１号（最寄駅 地下鉄南北線東大前） 

プログラム（敬称略） 

総合司会進行 若狹 良治（理事・事務局長） 

開会挨拶            一般社団法人日本飼料用米振興協会 理事長 海老澤 惠子 

（中野区消費者団体連絡会 副会長） 

連帯挨拶             日本生活協同組合連合会 総合運営本部 本部長 大本隆史 

 

第１部 日本の食料政策と今後の課題 

基調講演 「我が国の食料政策について」       農林水産省生産局 局長 今城 健晴 

基調講演 「飼料用米の生産拡大にむけて～米に関するＪＡグループの取り組み～」 

全国農業協同組合連合会 営農販売企画部 課長 遠藤 雄士 

特別講演 「畜産の明日を担う飼料用米という農業革命」 
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東京農業大学農学部畜産学科 畜産マネジメント研究室 准教授 信岡 誠治 

事例研究報告 「豚への粉砕籾米の給与効果について」 

東京農業大学農学部畜産学科 学生 武田 昌之、久間倉 未奈 

事例報告 「籾米サイレージ（ＳＧＳ）生産と利用体系の確立に向けた取り組みについて」（熊本県） 

熊本県農業研究センター 畜産研究所 飼料研究室 室長 鶴田 克之 

事例研究報告 「飼料用米の流通・保管における取組みについて」（東京都） 

太陽工業株式会社 物流システムカンパニー新規事業営業課 課長 西村 哲 

休憩 （昼食・展示・試食） 

第２部 耕畜消の連携で飼料用米の普及を図ろう 

基調講演 「飼料用米の利活用について」 

農林水産省生産局畜産部飼料課 課長 富田 育稔 

事例報告 「コープあいちにおける飼料用米給餌生産品の実践報告」（愛知県） 

生活協同組合コープあいち 佐野 文昭 

事例報告 「おかやまコープにおける飼料用米給餌生産品の実践報告」（岡山県） 

生活協同組合おかやまコープ 商品企画本部 課長 山本 真路 

事例報告 「東都生協における飼料用米給餌生産品の実践報告」（東京都） 

東都生活協同組合 食品第一グループ 担当 小俣 徹 

事例報告 「ＪＡ加美よつば農協における飼料用米カントリーエレベーターの活用」（宮城県） 

ＪＡ加美よつば農業協同組合 営農販売部 農産振興課 課長 今野 仁一 

特別講演 「食の自給率向上と安全保障」 

東京大学大学院 国際環境経済学研究室 教授 鈴木 宣弘 

総括質疑応答      総合司会 若狹良治 （理事・事務局長、ＮＰＯ未来舎 副理事長） 

閉会挨拶            一般社団法人日本飼料用米振興協会 副理事長 加藤 好一 

（生活クラブ事業連合生活協同組合連合会 会長）  
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添付書類 ２．収支決算報告書 

 

一般社団法人 日本飼料用米振興協会 主催 

飼料用米を活かす日本型循環畜産推進交流集会 

～飼料用米普及のためのシンポジウム２０１６～ 

収支決算報告書 

収入の部 

協賛金                       ３００，０００円 

参加費                             ０円 

前回繰越金（今回第１回目）                   ０円   

収入計                   ３００，０００円 

支出の部 

シンポジウム案内パンフレット作成            ９，８４０円 

シンポジウム 当日配布資料冊子           ２１７，６００円 

講師謝礼                      １８８，９１２円 

租税公課（講師謝礼源泉徴収）             ２０，９９０円 

会場借料 講演会場                  ３１，５００円 

会場借料 資料展示会場                 ９，０００円 

外注費 展示会場、会場案内版等作成費        １４２，５６０円 

行事開催準備事務費                  ４６，７８６円   

支出計                   ６６７，１８８円 

過不足                       △３６７，１８８円 

 不足分 ３６７，１８８円は主催者である一般社団法人日本飼料用米振興協会が 

負担しました。 

 


